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あ
と
が
き

　

本
書
は
、
二
〇
一
六
年
六
月
に
大
阪
市
立
大
学
よ
り
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
学
位
論
文
「
戦
国
期
六
角
氏
権
力
の

構
造
と
展
開
」
に
加
筆
・
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
審
査
の
労
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
仁
木
宏
（
日
本
中
世
史
）・
塚
田
孝

（
日
本
近
世
史
）・
平
田
茂
樹
（
中
国
近
世
史
）
の
各
先
生
に
、
お
礼
申
し
上
げ
る
。

　

私
は
、
小
学
生
の
頃
に
父
か
ら
紹
介
さ
れ
た
伝
記
（
世
界
の
偉
人
伝
）
を
通
じ
て
、
歴
史
好
き
に
な
っ
た
。
ド
ラ
え
も
ん
の
人
物

事
典
は
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
る
ま
で
何
度
も
読
み
返
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
歴
史
の
表
舞
台
と
な
っ
た
史
跡
、
と
り
わ
け
近

世
城
郭
に
関
心
を
も
ち
、
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
の
頃
に
、
現
存
天
守
の
あ
る
城
を
中
心
に
父
と
二
人
で
め
ぐ
っ
た
。
高
校
生

の
頃
に
、
和
歌
山
城
郭
調
査
研
究
会
（
和
城
研
）
代
表
の
白
石
博
則
さ
ん
と
知
り
合
い
、
安
宅
荘
（
白
浜
市
）
の
中
世
城
郭
を
ご
案

内
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
で
中
世
城
郭
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
、
戦
国
時
代
を
勉
強
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
三
年
、
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
に
入
学
し
、
仁
木
宏
先
生
の
も
と
で
日
本
中
世
史
を
学
ん
だ
。
学
部
の
上
回
生
や
大
学
院

生
が
報
告
す
る
研
究
会
で
は
、
課
題
の
立
て
方
か
ら
史
料
の
解
釈
に
至
る
ま
で
様
々
な
意
見
が
飛
び
交
い
、
大
変
刺
激
的
だ
っ
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
毎
月
の
よ
う
に
あ
り
、
年
に
二
回
の
ゼ
ミ
旅
行
は
三
・
四
日
間
歩
き
詰
め
の
ハ
ー
ド
な
行
程
で
、
中
世
史
の

故
地
を
た
く
さ
ん
め
ぐ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
大
切
に
す
る
仁
木
ゼ
ミ
は
、
城
好
き
の
私
に
は
と
て
も
い

い
環
境
だ
っ
た
。

　

和
歌
山
県
出
身
で
、
和
城
研
の
調
査
に
毎
年
参
加
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
紀
州
の
城
郭
で
卒
業
論
文
を
書
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
城
の
こ
と
が
わ
か
る
史
料
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
形
に
な
る
か
不
安
だ
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
以
前
本
で
読
ん
だ
観
音
寺

城
の
こ
と
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
六
角
氏
に
つ
い
て
調
べ
は
じ
め
た
。
当
初
は
六
角
氏
の
権
力
論
と
城
郭
論
を
リ
ン
ク
さ
せ
た
い
と
考
え
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て
い
た
が
、
発
給
文
書
を
検
討
す
る
な
か
で
、
六
角
氏
の
権
力
そ
の
も
の
に
関
心
が
移
る
。
第
一
部
第
二
章
は
、
こ
の
卒
論
の
成
果

を
発
展
さ
せ
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

大
学
院
の
前
期
博
士
課
程
で
は
、
学
会
で
同
世
代
の
院
生
と
知
り
合
い
、
学
内
の
ゼ
ミ
で
は
触
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
研
究
テ
ー

マ
に
接
し
、
刺
激
を
受
け
た
。
二
〇
〇
八
年
に
は
、
大
阪
・
兵
庫
の
大
学
院
生
で
組
織
さ
れ
る
歴
史
学
入
門
講
座
実
行
委
員
会
の
委

員
長
を
つ
と
め
、
一
つ
の
事
業
を
み
ん
な
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
の
喜
び
を
味
わ
っ
た
。

　

修
論
で
は
、
六
角
氏
権
力
と
在
地
と
の
関
わ
り
を
具
体
的
に
探
り
た
い
と
考
え
、
惣
村
の
文
書
に
比
べ
て
検
討
が
手
薄
な
寺
院
の

文
書
に
着
目
し
た
。
第
二
部
第
一
章
お
よ
び
補
論
一
は
、
こ
の
時
の
成
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
九
年
に
前
期
博
士
課
程
を
修
了
し
、
歴
史
学
と
は
ま
っ
た
く
関
わ
り
の
な
い
民
間
の
企
業
に
就
職
し
た
。
し
か
し
、
歴
史

学
へ
の
思
い
を
捨
て
去
る
こ
と
が
で
き
ず
、
わ
ず
か
一
年
で
退
職
す
る
。
大
阪
府
内
の
高
校
で
一
年
間
講
師
を
つ
と
め
た
後
、
二
〇

一
一
年
に
後
期
博
士
課
程
に
入
学
し
、
再
び
仁
木
先
生
の
指
導
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
年
の
四
月
、
中
近
世
の
都
市
を
研
究
対
象
と
す
る
一
六
一
七
会
が
、
観
音
寺
城
と
城
下
町
を
テ
ー
マ
に
研
究
会
を
開
催
し
た
。

私
は
六
角
氏
権
力
論
の
立
場
か
ら
報
告
を
行
い
、
卒
論
以
来
の
課
題
で
あ
っ
た
権
力
論
と
城
郭
論
の
接
合
を
試
み
た
。
第
二
部
第
三

章
は
、
こ
の
時
の
成
果
を
ベ
ー
ス
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
八
月
に
は
第
四
九
回
中
世
史
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
近
江
で
開
催
し
、

実
行
委
員
長
と
し
て
そ
の
準
備
に
あ
た
っ
た
。
第
二
部
第
二
章
は
、
そ
の
時
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
報
告
を
も
と
に
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
一
年
度
に
は
、
奈
良
県
の
葛
城
市
歴
史
博
物
館
で
資
料
整
理
員
を
つ
と
め
る
。
田
中
慶
治
氏
（
同
館
学
芸
員
）
の
指
導
の

も
と
、
資
料
調
査
や
展
示
図
録
・
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
製
作
、
市
民
向
け
イ
ベ
ン
ト
の
補
助
に
あ
た
っ
た
。
地
域
の
文
化
財
に
寄
り
添

う
学
芸
員
の
大
切
さ
を
肌
で
感
じ
、
学
芸
員
の
道
を
志
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

二
〇
一
二
年
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
Ｄ
Ｃ
2
）
に
採
用
さ
れ
、「
戦
国
期
近
江
の
権
力
構
造

─
六
角
氏
を
中
心
に

─
」
と
い
う
課
題
に
基
づ
き
、
六
角
氏
の
研
究
を
進
め
た
。
同
年
八
月
に
は
、
戦
国
・
織
豊
期
研
究
会
で
六
角
氏
の
有
力
被
官
で
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あ
る
伊
庭
氏
の
動
向
に
つ
い
て
報
告
し
、
六
角
氏
が
権
力
を
確
立
す
る
前
提
を
探
っ
た
。
こ
の
報
告
を
発
展
さ
せ
た
の
が
、
第
一
部

第
一
章
で
あ
る
。

　

二
〇
一
三
年
、
近
世
城
郭
史
担
当
の
学
芸
員
と
し
て
和
歌
山
市
に
採
用
さ
れ
た
。
仁
木
ゼ
ミ
の
先
輩
に
あ
た
る
小
橋
勇
介
さ
ん
も
、

中
世
史
の
学
芸
員
と
し
て
同
時
に
採
用
さ
れ
、
と
も
に
和
歌
山
市
立
博
物
館
に
配
属
さ
れ
た
。
市
域
の
中
・
近
世
史
料
に
向
き
合
い
、

少
し
ず
つ
仕
事
に
慣
れ
て
い
っ
た
が
、
翌
年
に
は
早
く
も
和
歌
山
城
整
備
企
画
課
に
異
動
と
な
る
。
和
歌
山
城
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

を
城
内
に
新
設
す
る
こ
と
が
、
は
じ
め
て
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
展
示
の
経
験
が
ほ
と
ん
ど
な
い
な
か
で
、
す
べ
て
が
手
探
り
で
あ
っ

た
が
、
周
囲
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
二
〇
一
五
年
九
月
に
「
わ
か
や
ま
歴
史
館
」
と
し
て
何
と
か
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

職
場
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
二
〇
一
四
年
に
、
六
角
氏
に
関
す
る
研
究
報
告
を
二
つ
行
っ
た
。
一
つ
は
、
大
阪
歴
史
学
会
で
の

大
会
報
告
で
あ
る
。
直
前
ま
で
話
が
ま
と
ま
ら
ず
、
部
会
担
当
や
関
係
者
の
皆
様
に
は
本
当
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
。
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
第
一
部
第
三
章
は
、
こ
の
報
告
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
も
う
一

つ
は
、「
守
護
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
＠
清
須　

新
・
清
須
会
議
」
で
の
報
告
で
あ
る
。
守
護
所
・
戦
国
城
下
町
の
あ
り
方
を
全
国
的

な
規
模
で
比
較
・
検
討
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
近
江
の
事
例
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
こ
の
時
の
成
果
が
、
第
二
部
補
論
二
で
あ
る
。

　

和
歌
山
城
整
備
企
画
課
で
は
、
城
内
整
備
の
計
画
策
定
や
石
垣
の
修
理
、
発
掘
調
査
な
ど
整
備
の
最
前
線
を
経
験
し
た
。
業
務
外

で
は
、
和
歌
山
城
や
紀
州
藩
を
テ
ー
マ
と
す
る
勉
強
会
を
学
芸
員
の
有
志
で
定
期
的
に
行
い
、
職
場
の
枠
を
越
え
て
学
問
的
な
交
流

を
深
め
た
。
ま
た
、
和
歌
山
地
方
史
研
究
会
や
和
城
研
で
は
委
員
と
し
て
運
営
に
携
わ
り
、
地
域
史
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
二
〇
一
六
年
度
か
ら
は
有
田
郡
市
中
世
城
郭
調
査
指
導
委
員
会
の
委
員
と
な
り
、
中
世
城
郭
の
学
術
的
な
価
値
づ
け
を
検

討
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
世
史
や
城
郭
史
の
分
野
で
地
元
に
貢
献
で
き
る
こ
と
は
、
存
外
の
喜
び
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
和
歌
山
市
に
就
職
し
て
以
降
、
近
江
と
の
物
理
的
・
精
神
的
な
距
離
が
次
第
に
大
き
く
な
り
、
以
前
の
よ
う
に
六
角
氏

の
研
究
に
打
ち
込
め
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
五
年
度
か
ら
は
川
岡
勉
さ
ん
の
科
研
で
六
角
氏
を
担
当
し
、
受
発
給
文
書
の
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あ
り
方
を
全
国
的
な
規
模
で
比
較
・
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
七
年
に
は
、
戦
国
史
研
究
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
近
江
や

紀
伊
も
含
め
た
畿
内
近
国
の
国
衆
に
つ
い
て
報
告
す
る
機
会
を
得
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
、
よ
り
広
い
視
野
に
立
っ
て
位
置

づ
け
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

　

今
春
よ
り
、
近
畿
大
学
文
芸
学
部
に
て
教
鞭
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
人
生
の
節
目
と
も
い
え
る
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
六
角
氏

の
単
著
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
う
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
仁
木
先
生
と
ゼ
ミ
の
先
輩
・
後
輩
方
、
ま
た
学

会
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
皆
様
の
ご
指
導
の
賜
物
で
あ
る
。
こ
の
学
恩
に
報
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
新
し
い
フ
ィ
ー
ル

ド
で
研
究
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
刊
行
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
思
文
閣
出
版
お
よ
び
原
宏
一
・
三
浦
泰
保
の
両
氏
に

お
礼
申
し
上
げ
る
。

　

最
後
に
、
病
気
一
つ
し
な
い
健
康
な
体
に
産
み
育
て
、
好
き
な
道
を
歩
ま
せ
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝
し
た
い
。

　
　

平
成
三
〇
年
四
月
一
日

新
た
な
人
生
の
門
出
に　
　
　
　
　
　
　

新
谷
和
之

　

本
書
は
、
平
成
二
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）〈
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｄ
Ｃ
2
〉
に
よ
る
研

究
成
果
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
、
本
書
の
出
版
に
際
し
、
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
若
手
研
究
者
出
版
助
成
を
受
け
た
。
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あ

青地茂綱	 101, 103, 107
青地城	 124
赤尾氏	 100
赤佐勘解由左衛門尉	 101
赤佐氏	 100, 157
赤澤朝経	 51, 115
赤松（氏）	 7, 96, 274, 278, 314
芥川城	 236
浅井（氏）　	 13, 21, 24, 25, 55, 58, 82, 89, 
96, 11 5, 1 33, 1 39, 17 0, 17 5, 18 5, 19 5, 
198, 21 4, 22 3, 2 45～7, 2 57, 2 58, 27 6, 
289, 312, 318
浅井亮政	 170, 214, 258
浅井久政	 46, 214, 258
朝倉氏	 100, 200
朝倉教景	 259
浅小井	 161
蘆浦安国寺	 135
蘆浦観音寺	 100, 199, 299
足利尊氏	 40
足利直義	 256
足利義昭	 90
足利義材（義尹・義稙）　	 45, 52～4, 61, 
114, 115, 117, 170, 236, 251, 256, 287, 
301
足利義澄	53, 54, 57, 61, 115, 116, 236, 301
足利義維	 259
足利義輝	 120, 227, 249
足利義教	 244, 271
足利義晴	 75, 89, 109, 226, 246, 251, 259, 
267, 270, 277, 298

足利義尚	 45, 114, 170, 173, 213, 256, 287
足利義政	 113, 114, 140, 279
足利義持	 227, 249
安食氏	 171
麻生荘	 34, 35, 85
安土城	 4, 253, 278, 286, 287, 318
安孫子（氏）	 176
尼子氏	 22, 100, 146, 198, 279
嵐山城	 278
安治村	 48, 49

い

井河（氏）	 34, 37, 112
井河入道	 35, 36, 38, 85
池田（氏）　	91, 100, 117, 122～4, 126, 133, 
152, 1 57～60, 1 63, 1 64, 1 67, 18 6～8, 
198, 265, 269, 277
池田景雄	 108, 158
池田定輔
	 	 100, 103, 104, 120, 157, 158, 276
池田三郎左衛門	 100, 118, 121, 124, 132, 
152, 153, 157, 158, 205
池田次郎左衛門尉	 157, 158
池田新三郎	 100, 125
池田高雄	 89, 89, 104, 118, 130, 140, 158, 
159, 188, 241, 276
池田豊雄	 99, 101, 158, 199
池田大和守
	 	 105, 124, 152, 154～9, 161, 163, 188
伊崎寺	 149
伊佐孫太郎	 37, 41
石寺　	21, 123～5, 133, 179, 256, 263, 265
～7, 276, 277, 279, 280, 282, 283, 286, 
291～5, 299, 307
石塔	 256
石丸利光	 170, 171
出雲国	 146
伊勢貞孝	 251
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伊勢貞忠	 75
伊勢貞宗	 44, 53, 60, 98, 251
伊勢（氏）	 88, 100, 237, 240, 244
伊勢（国）	 37, 179, 181, 190, 256, 258
市川氏	 82, 100
一条兼良	 257
伊藤氏	 91, 100, 199
犬上郡	 174
飯尾清房	 77, 78
飯尾為行	 42
伊庭貞澄	 51, 61, 66
伊庭貞隆　	44, 46～8, 51, 53, 60, 61, 64～
8, 87, 88, 100, 113, 115, 117, 118, 152, 
198, 235, 251
伊庭貞説	 53, 61, 67, 88, 115, 118, 152
伊庭（氏）　	 11, 31～3, 37, 40～52, 54～8, 
61, 62, 86, 88, 90, 92, 107, 113, 115～7, 
129, 151, 152, 167, 170, 174, 175, 185, 
186, 205, 213, 259, 300, 301, 313, 320
伊庭出羽守	 61
伊庭中務丞	 118
伊庭八郎	 41
伊庭満澄	 63, 64
伊庭六郎	 51, 52, 61
伊庭六郎左衛門尉	 40
伊吹山	 271
今井氏	 82, 101, 159, 257
今堀（郷）	 16, 24, 101, 191, 192, 200, 222
岩根	 65

う

宇野教意	 44, 60
宇野教林	 41, 59, 85, 97

え

枝村	 131, 178, 200, 233, 268, 277
愛知（智）郡	 127, 168, 174, 200, 201, 211, 
220, 222, 242
越中（氏）	 68, 101
江辺	 161, 162, 227, 237, 238

お

老蘇	 277, 293, 294
近江（国）　	 4, 6, 10, 12, 13, 15～7, 19, 21, 
23, 24, 32, 34, 37, 42, 45, 51, 52, 56, 57, 

70, 86, 87, 95, 97, 98, 109～17, 119, 145
～7, 152, 168, 190, 196～8, 200～2, 211, 
222, 224～7, 238, 241, 244～8, 250, 254, 
256, 268, 272, 275, 277, 286, 288, 289, 
294, 29 6, 297 ～9, 303, 305, 307～11, 
314, 316～8, 320, 321
近江七郎左衛門	 35, 36, 85
大内氏	 61, 109, 123
大河原氏	 38, 41, 85, 112
大河原行重	 39, 85
大国荘	 174
大笹原神社	 227, 231, 235, 249
大館氏	 101
大塚源三	 100
大塚氏	 82, 82, 132
大塚城	 159, 199
大塚八郎衛門	 155
大塚八郎兵衛	 155, 156, 159, 165, 188
大野木弾正	 63, 64
大原（氏）	 13, 23, 112, 147, 252
大原荘	 13, 147
大原高盛	 100
大原高保	 241, 263
大山崎	 37, 101
小笠原氏	 102, 280
岡屋	 191, 192
小川（氏）	 114
小河丹後守	 114
隠岐（氏）	 75, 76
隠岐賢広	 102, 108, 130
沖島　	 102, 124, 154, 156, 157, 161, 162, 
165, 198
隠岐忠広	 76, 89, 90, 130
奥島	 43, 87, 117, 149
小口	 68
小椋	 47, 48
小倉右京亮	 101, 104, 105
小倉実詮	 127
小倉実恒	 127
小倉（氏）	 101, 102, 114, 127, 128
小倉忠長	 135, 141
小倉長寿	 128
長田氏	 187
置塩城	 274
押立	 184, 242
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押立神社	 184, 185, 201
織田（氏）	 10, 307, 308
小谷城	 258, 289, 297
織田信長	 4, 5, 12, 90, 109, 110, 136, 253, 
257, 259, 260, 264, 286, 289, 293, 297, 
303, 306, 315, 318
落合家光	 100, 102, 106
落合出雲守	 106, 233, 239
落合氏	 82
落合八郎左衛門尉	 101, 104
落合八郎兵衛尉	 107
小脇	 287
小脇館	 149

か

柿城	 177, 179
欠郡	 246
柏原	 287
堅田	 68, 91, 102, 227, 228, 230
金田	 287
蒲生賢秀	 100, 102, 104
蒲生館	 51
蒲生（郡）　	 38, 39, 91, 98, 112, 117, 126, 
127, 157, 170, 187, 201, 222, 227, 228, 
277, 306
蒲生定秀	 101, 103, 105～8, 120, 130
蒲生（氏）	 34, 37, 38, 52, 59, 74, 96, 102, 
112, 115, 116, 119, 123, 124, 126, 134, 
176, 242, 244, 245
蒲生高郷	 119
蒲生彦六郎	 35
蒲生秀貞	 244
蒲生秀紀	 119
蒲生六郎	 36
賀茂社	 102
賀茂庄	 65, 208
河合新左衛門尉	 44
河上荘	 49, 67, 72～4, 89, 97
河瀬	 177, 181
河内国	 166, 275, 314
神崎郡	 115
神崎左京亮	 106, 124, 263, 264
神崎氏	 123, 124, 126, 293
神崎下総守	 101, 108, 124
神崎与太郎	 124

観音寺　	 123～5, 133, 134, 147, 232, 254
～7, 2 61, 2 66, 2 69, 271 ～4, 27 6, 277 , 
279,～83, 287, 291, 293, 296, 306
観音寺城	 21, 51, 74, 90, 91, 98, 115, 119, 
122～4, 126～9, 136, 137, 141, 149, 152, 
159, 175, 176, 179, 180, 186, 187, 189, 
196, 201, 213, 222, 223, 241, 242, 245, 
247, 253～5, 257, 259～70, 272～7, 279, 
281, 28 3, 28 5, 28 6, 287 , 289 , 291 ～6, 
298, 299, 302, 304, 306, 307, 309～11, 
314, 316, 318, 321
観音正寺	 275, 276, 279, 287, 291, 298

き

妓王井	 228
祇園社	 35, 36, 38, 85
儀我氏秀	 39
儀我左京亮	 38
儀我（氏）	 39, 102, 112, 256
儀俄中務	 35, 36, 38
北白川	 258
杵築大社	 146
繖山	 123, 255, 261, 263, 273, 280, 306
岐阜城	 264, 293
木村氏	 230
木村孫三郎	 39, 85
久徳	 181
久徳城	 176, 180
京極勝秀	 256
京極（氏）　	 13, 23, 24, 44, 45, 55, 60, 89, 
96, 113, 127, 154, 170, 171, 173～5, 185, 
187, 195, 245, 246, 257, 258, 266, 271, 
272, 287～9, 291, 296, 298
京極高清	 170, 171, 258
京極高広	 214, 257, 258
京極高慶	 257
京極道誉	 256, 269, 287
京極持清	 42, 113, 256, 279
経尋	 259
京都　	 16～8, 23, 39, 45, 57, 77, 115, 116, 
239, 247, 248, 253, 258, 262
清滝寺	 287

く

朽木材秀	 51, 77
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朽木（氏）
	 	 13, 68, 72～81, 83, 89, 97, 103, 246
朽木稙広（稙綱）	 72, 74
九里宗忍	 61
九里伊賀守	 259
九里三郎左衛門	 64
九里（氏）
	 	 44, 54, 55, 57, 61, 151, 152, 205, 259
九里備前守	 54
栗太郡	 115
栗田実勝	 130
栗田元経	 130
黒川氏	 103
黒川修理進	 66
黒川与四郎	 46, 64
桑名	 268
桑実寺	 270, 291

け・こ

京兆家	 7, 53, 57
光音院	 78, 80
甲賀郡	 14, 46, 51, 91, 115, 236
高山寺	 279
神ノ井	 233, 244
興福寺	 8, 259
甲良	 287
小佐治氏	 40
後醍醐天皇	 269
後藤氏豊	 130
後藤賢豊	 98, 104, 120, 124, 133, 302
後藤（氏）	 81, 83, 123, 124, 134, 141
後藤高忠	 51, 103
後藤高種	 88, 98, 100, 130
後藤高恒　	72～5, 79, 80, 89, 102～4, 107, 
124, 259, 280
後藤高治	 135, 141
香庄源次郎	 153
香庄貞信	 76, 103, 153
香庄氏	 81
木浜	 91
木浜城	 230
後北条氏	 8, 10, 315
狛	 82
狛定	 120
狛修理亮	 105

狛丹後守	 100, 101
小松	 67, 91, 156, 158, 161～3
小松伊藤氏	 82, 99, 141
小松乾	 68
小松荘	 66, 126
小森氏	 103, 157, 187
小八木郷	 171, 172, 174, 213
金剛寺城	 149, 157, 256, 287, 296
金剛輪寺	 20, 26, 81, 121, 126, 132, 147, 
168, 171, 173～5, 178～88, 191, 194～6, 
200, 202, 211, 212, 214, 218, 219, 221, 
222, 242, 262, 267, 272, 293, 304, 321
金勝寺	 278

さ

斎藤氏	 103, 223
斎藤道三	 214
斎藤利国	 170
斎藤利綱	 180
斎藤妙純	 165, 256, 257
斎藤義龍	 120, 134, 257, 283, 310
西明寺	 168
坂田郡	 13, 44, 147, 159
坂本	 115, 120
佐々木氏	 13, 112, 149, 179, 294, 307
佐々木信綱	 276
佐治玄蕃	 66
佐治氏	 51, 52, 104, 115
佐治太郎（左衛門尉）	 65, 258
薩摩	 165
佐和山城	 176, 177, 214, 257
三条実雅	 271
三宮神社	 271

し

慈恩寺	 68, 149, 296
滋賀郡	 14, 227, 305
四十九院	 133
地頭山	 214
篠原	 227
島原	 104
島郷	 37, 41, 55, 63, 85, 207
清水山城	 289, 292
下麻生	 200
下内（氏）	 182, 183
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下笠美濃守	 114
下京	 239
寂室元光	 127
勝軍山城	 258, 276
相国寺　	 42, 89, 118, 124, 126, 227, 230, 
237, 238, 245, 264, 293
浄蔵	 44
証如	 80, 97, 104
上平寺城	 287, 292, 298
上平寺館	 272, 287, 291
常楽寺	 149, 296, 307
青蓮院	 227
真光寺周揚	 108, 158
進士美作守	 75
新庄	 77, 78
進藤賢盛
	 	 91, 99, 102, 104, 106, 130, 135, 236
進藤貞治　	73, 82, 89, 91, 100～4, 106～8, 
120, 122, 124, 130, 153, 227, 236, 241, 
249, 262, 276
進藤（氏）	 90, 123, 124, 133, 141, 230, 237

す

水茎岡山城	 61, 236
周防（国）	 61
菅浦	 16, 25
菅原神社	 231, 227
杉武明	 61
杉立（氏）	 171, 173, 182, 183
杉山三郎兵衛	 117
杉山氏	 55, 104, 114, 157
杉山藤五	 256
杉山藤三郎	 61
鈴村甚五郎	 177,～9, 181, 185, 187

そ・た

宗牧	 119, 120, 122, 241, 262
醍醐寺	 26
大徳寺	 26, 104, 265, 267
高木	 161～3, 166
多賀貞隆	 154
多賀氏	 104, 171
高島（氏）	 13
高島郡　	 51, 73, 77, 78, 89, 97, 154, 156, 
158, 164, 165, 205, 289, 292

多賀大社
	 	 81, 82, 105, 173, 181, 183, 185, 200
多賀経忠	 171
高野瀬氏	 82, 114, 176, 180, 181
高野瀬備前守	 105
高野瀬与四郎	 114
高宮	 133
高山	 256
尊頼	 46
竹内隼人	 227
武田氏	 95, 97, 198
多胡氏	 161
橘庄	 65
田中江	 191～4
谷氏	 175, 176, 178, 181, 185, 187, 200
谷重継	 191, 201, 276
谷十介	 175, 177
谷屋忠兵衛尉	 100
谷屋又太郎	 121
種村賢仍	 100, 130
種村貞和　	 89, 101, 102, 106, 107, 118, 
130, 240, 241, 264
種村（氏）	 105, 118, 123, 125
種村貞遠	 153
玉造荘	 82, 238
為信	 43

ち

竹生島	 25, 47, 64, 66, 105, 161
長光寺	 259
長命寺	 20, 26, 54, 66, 105, 118, 126, 132, 
147, 149, 151, 152, 154, 157～61, 163～
8, 186, 187, 195, 196, 198, 202～5, 207, 
208, 211, 214, 221, 222, 232, 241, 262, 
268, 270, 304, 321

つ

土田保	 207
土山	 46

と

東山道	 261, 266, 273, 294, 296, 307
東寺	 26, 37, 39, 41, 85
土岐氏	 165, 170
土岐元頼	 170
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土岐頼芸	 214
得珍保（保内）　	 16, 24, 64, 66, 106, 123, 
131, 141, 158, 160, 178, 190～4, 199～
201, 222, 233, 244, 268, 277, 283, 293
土佐光茂	 270, 277, 298

な

長井氏	 180
中江員継	 241
中島（氏）	 117, 231
永田伊豆守	 276
永田氏弘	 101, 241
永田景広	 108
永田賢興	 130
永田刑部少輔	 102, 103, 107, 125, 133
永田刑部大輔	 125, 263
長田源四郎	 160
永田（氏）	 81, 123, 125, 126, 141, 179, 200
永田備中守	 125, 241
長野郷	 182
長野氏	 237
永原（氏）	 20, 52, 105, 119, 123, 125, 153, 
224, 22 5, 2 30, 2 31, 2 34～42, 2 44～50, 
305, 321
永原重興	 82, 106, 107, 159, 233
永原重澄	 103, 251
永原重隆	101, 230, 232, 237～41, 249, 252
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